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電荷、スピン、核スピンをコヒーレントに制御することは GaAs系の量子構造で実現され[1-3]、

最近は量子ビットを集積する方向での研究も進んでいる[4,5]。これらの系において、電荷とスピ

ンの相互作用がスピン読み出しの鍵を握るなど、ハイブリッド量子系は重要な役割を果たしてい

る。一方で、ハイブリッド量子系は量子コンピュータを目指した研究以外にも新しい物性の発現

や計測技術として面白い展開を示している。電子スピン系と核スピン系の相互作用は半導体量子

系における核スピンの偏極、制御、さらにはこれらを利用した高感度核磁気共鳴を可能にし[6,7]、

これまで精密な議論が難しかった様々な量子状態が明らかにされてきた[8-10]。最近では、スピン

系と核スピン系の多体の量子的な相互作用も明らかになりつつある[11]。フォトンとスピン、核ス

ピン系のハイブリッド系に向けた研究として光を用いた半導体量子構造中での核スピン偏極、制

御の研究が進み[12]、フォノンと核スピン系のハイブリッド系の研究もスタートしている[13]。本

講演では、これらの研究についてその進展と現在の状況を概説するとともに、昨年度からスター

トした新学術領域「ハイブリッド量子科学」の研究方向についてもその概略を紹介する。 
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